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子どもの進路と教育
学ぶ権利の保障一入誠 に つ い て考 え る一

非 正規雇用 が青年 の 5 削 . フう ッ ク企業かはび こ る中 で の進路

指導のあり方 を考 える
･ 今年行わ れ た宰斤高オ交入試 て何 か 変 わ っ たの か ､ とう な るの か ､

入試はとうあ る べ きか
･

ブ ラ ッ ク企諾 ､ 非正 規節用 に負 け な い 力 を どう 市て る か

子どもの参加 ･ 保護者 ･ 地域共同の学校づくり

震災3 年後 の 地土或や学校 の現状を交流する
･ 学校統廃合の問題点
･ 地域に掘さした学校 再建 をめ ぐる問題点
･ 地境再生の議題
･ 禍災塵 に 求め られ る 学校再建 の あ ー｣ 方
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子どもも大人も本ガ大好き !
･ )≡災から見えた本の力
･ 出版の 世界は今

･ ･ ･

･ 弟も読 吉を 禁 しも う!
･ 学校国吉虎の現状を も つ と知 っ て は しい

平和な未来と教育

平和の尊さをとう伝えて いくか
･ 子 ともと つ く る平 和の 学び
･

日本の 平 和に つ い て 考え る
･ 辺王室体使のこ喜り 罰 か ら平 和を 宇ぷ

生きづらさをかかえた子どもたち(不登校 ･ いじか ひきこもり)

不登校 ･ い しめ
･

ひ き こ も りを 考え る
t こ■畏後の 子 とも の 生 き つ らさの 問題
･ い しめ 問題
･ 芳郎弄した子 ･ 親の 話
･

不豊子交児 ･ 生徒の 支 採

どうする私たちの町の教育
子どもたちの豊か な学び と育ちを保障するため に
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=
三
_
ミ丁ニモ .こ

■ L~･~∴･与
=
も王 ′こ ‥1

分科会名
･

分科会の テ
ー

マ
･

討論の 桂

子どもをまん中に授業と教育を考える
｢学力テ ス ト｣ ｢志教育｣ 政策 で子ども は育 つ か
･ ｢ 学力 テス ト｣ ｢~恕値目標

.
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子 とも に 自信 を 持たせ ､ 子と もと育 て る授業づ く リ

語ろう ! 障害児 ･ 障害者問題

それで も地域で昏らしたい
･ 就労

-

の 保障と豊かな生活
･ 障害児の 進詫の 援題

貧困 ･ 格差と子 ども ･ 若者

被災地から見える子どもの 貧困の実態
･ 奨学金問題
･ 就学捉助 (生活保護法と就学支控 の現状)
･ 禎ジュ咄支援の現状と今後 に つ い て
･ 子と も ･ 芸者 の 貴国対違法に つ い て の解説 し苧習.
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語ろう､ つ なが ろう= 桔時教職員
･ 全回 臨時教職 員問返苧習交流鑑会季E 告
･ 臨時 教職員 の仲間つく り

幼年教育と保育､ そ して学校教育

幼児の 育ちと保育園 ･ 幼 稚園､ そ して 小学積の学び へ

･

新 シ ス テ ム か 幼児期の苫ち に と うF宗‡苦 を及 ほ すか
･ 生 活や 学びの土台に な る 生活リ スム の 実態と課題
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